
進
路

指
導

と
教

育
課
程

附
属
申
学
校
に
関
す
る
考
察
　
　
そ
の
一

片
　
　
　
山

光
　
　
　
治
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一
、
小
論
の
ね
ら
い

　
進
学
の
問
題
は
、
そ
れ
が
個
人
に
何
ら
か
の
利
益
を
も
た
ら
す
こ
と
か
ら
、
発

生
す
る
。
進
学
は
、
学
歴
取
得
の
手
段
に
す
ぎ
な
い
、
と
い
う
の
が
わ
が
国
の
実

．
情
に
近
い
。
職
業
杜
会
に
お
け
る
階
層
性
と
、
学
歴
の
階
層
性
と
は
、
き
わ
め
て

高
い
相
欄
を
も
つ
て
い
る
か
ら
、
子
ど
も
を
管
理
的
職
業
や
専
門
技
術
的
職
業
等

に
っ
か
せ
「
、
よ
り
高
い
幸
福
を
得
さ
せ
よ
う
と
す
る
、
親
の
ね
が
い
に
適
応
し
，

全
目
月
進
学
と
い
，
つ
の
が
、
烏
根
大
学
附
属
中
学
校
生
徒
の
進
路
状
況
で
あ
る
。

　
地
方
都
市
の
中
層
以
上
に
属
す
る
保
護
者
と
生
徒
の
、
こ
の
よ
う
な
要
求
に
こ

た
え
て
、
学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
、
そ
の
教
科
学
習
や
特
別
教
育
活
動
を
含
め

て
、
進
学
の
過
程
た
る
中
間
学
校
の
容
相
を
呈
し
、
義
務
教
育
の
終
局
学
校
と
し

て
の
性
格
を
失
い
が
ち
な
の
ば
、
止
む
を
え
な
い
、
と
も
言
え
よ
う
。

　
し
か
し
、
・
教
員
養
成
大
学
の
附
属
学
校
の
存
在
理
由
は
、
通
念
と
し
て
次
の
三

っ
と
さ
れ
る
。
一
は
、
教
育
養
成
学
部
の
研
究
実
験
校
で
あ
り
、
二
ば
一
学
部
学

生
の
教
育
実
習
校
で
あ
り
、
三
は
、
国
民
の
公
教
育
を
行
う
義
務
教
育
の
学
校
で

あ
る
。
こ
れ
ら
三
つ
の
任
務
を
も
つ
て
い
る
の
が
附
属
学
校
の
正
常
な
形
で
あ
る

が
、
今
日
で
は
い
ろ
く
な
要
因
か
ら
、
第
二
の
理
由
だ
け
が
、
明
確
に
存
在
レ

て
い
る
。
第
一
と
第
三
は
余
り
顧
み
ら
れ
な
い
、
と
い
う
こ
と
は
、
考
え
ね
ば
な

，
h
ノ
ぬ
問
題
を
包
含
し
て
い
る
。
第
二
の
存
在
理
油
が
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、
第

一
と
第
三
を
前
提
と
せ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
こ
の
三
つ
の
存
在
理
由
は
、
互
に
他
を

規
制
し
、
か
つ
補
正
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
附
属
学
校
の
特
殊
な
今
日
の
性
格
を
肯
定
し
て
、
よ
く
次
の
よ
う
に
言
わ
れ
る
。

「
教
育
実
習
生
た
ち
の
未
熟
な
学
力
と
技
術
は
、
知
能
の
低
い
児
童
を
扱
い
か
ね

る
」
と
。
い
ち
お
う
、
も
っ
と
も
と
さ
れ
る
が
、
実
習
を
温
室
栽
培
と
ナ
る
欠
陥

が
あ
る
。
こ
れ
は
安
易
な
現
実
肯
定
で
あ
っ
て
．
将
来
．
公
教
育
に
勤
務
す
る
者

の
実
習
内
容
か
ら
、
教
育
の
担
う
歴
吏
的
課
題
を
見
失
わ
せ
る
恐
れ
が
あ
る
。

　
そ
の
存
在
理
由
を
、
右
の
’
三
っ
に
確
認
す
る
な
ら
、
付
属
中
学
校
の
本
来
の
任

務
と
し
て
．
公
教
育
と
し
て
の
中
学
校
教
育
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
、
そ
し

て
、
中
学
校
は
、
・
そ
の
大
き
い
目
標
に
、
生
徒
の
進
路
選
択
の
能
力
を
掲
げ
ね
ば

な
ら
な
い
（
学
校
教
育
法
第
三
十
六
条
）
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
教
育
の
成
果
は
、

生
徒
各
目
の
職
業
的
成
功
に
よ
つ
て
、
終
局
的
に
達
成
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
従

つ
て
、
学
佼
の
進
路
指
導
は
、
教
育
の
全
体
計
画
に
編
成
さ
れ
、
そ
の
た
め
の
諸

サ
ー
ビ
又
が
、
ガ
ィ
ダ
ン
ス
な
い
し
ぽ
カ
ゥ
ン
セ
リ
ン
グ
と
し
て
、
実
施
ざ
れ
る

sokyu
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必
要
が
あ
る
。
、

　
中
学
校
教
育
へ
の
こ
の
要
請
に
も
と
づ
い
て
、
中
学
校
生
徒
の
職
業
観
の
域
熟

の
状
況
を
明
ら
か
に
し
、
さ
ら
に
そ
れ
と
関
連
し
て
、
進
学
指
導
、
ホ
ー
ム
ル
ー

ム
や
ク
ラ
ブ
活
動
に
対
す
る
彼
等
の
反
省
や
要
求
を
手
が
か
り
と
し
て
一
教
育
内

容
に
検
討
を
加
え
る
こ
と
が
、
小
論
の
ね
ら
い
で
あ
る
。
た
だ
し
、
生
徒
の
反
省

や
要
求
か
ら
す
る
考
察
は
、
紙
数
の
都
合
で
一
他
に
ゆ
ず
る
こ
と
と
し
た
。

　
　
　
　
二
、
研
究
の
方
法

　
て
の
研
究
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
附
属
中
学
校
の
教
育
内
容
が
、
真
に
国
民

の
た
1
め
の
公
教
育
と
し
て
、
．
偏
り
が
な
い
か
ど
、
つ
か
を
、
特
に
進
路
指
導
の
面
か

ち
考
究
し
よ
う
と
す
る
意
図
で
始
め
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
、
同
校
在
学
生
だ
け
に

限
ら
ず
、
卒
業
在
全
員
に
っ
い
て
、
彼
等
の
適
応
の
状
祝
を
調
査
す
る
こ
と
が
、

主
要
惚
郁
分
を
占
め
る
。
そ
う
い
う
見
地
か
ら
、
ま
ず
卒
業
生
の
う
ち
、
現
に
高

等
学
校
に
在
学
す
る
者
、
四
二
一
名
に
っ
い
て
、
職
業
観
の
確
立
な
ど
職
業
的
発

達
と
母
校
に
対
す
る
要
求
や
反
省
1
を
昭
和
三
十
一
年
十
一
月
に
、
質
問
紙
に
よ
っ

て
調
査
し
た
。
し
か
し
、
’
卒
業
生
の
適
応
状
況
の
調
査
は
、
高
校
生
だ
け
の
も
の

で
は
不
充
分
で
、
大
学
生
や
す
で
に
就
職
し
た
も
の
、
さ
ら
に
家
事
家
業
に
従
事

す
る
者
ま
で
、
卒
業
生
全
員
を
包
含
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
ま
で
範
囲
を

拡
げ
た
い
の
だ
が
、
費
用
や
協
力
者
の
得
ら
れ
な
い
ま
㌧
に
機
を
待
っ
の
外
な
か

っ
た
。
ま
た
、
高
校
在
学
生
に
関
す
る
部
分
は
、
職
業
指
導
を
専
攻
す
る
学
生
福

田
雄
一
君
が
卒
業
論
文
の
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
扱
つ
た
の
で
、
せ
つ
か
く
収
集
し

た
回
答
を
生
か
す
こ
と
が
で
き
た
。
目
下
、
同
君
が
ま
と
め
て
い
る
の
で
、
小
論

の
続
篇
を
発
表
す
る
折
に
参
照
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
従
つ
て
、
こ
㌧
で
は
本
年
三
月
十
日
、
付
属
中
学
校
三
年
生
に
対
し
て
行
つ

た
∴
前
記
の
高
校
生
の
も
の
と
ほ
ゾ
同
様
な
調
査
を
考
察
の
主
な
手
が
か
り
と
す

る
。
さ
ら
に
、
そ
の
補
足
と
し
て
、
本
年
六
月
、
島
根
県
教
職
員
粗
合
が
、
高
等

学
校
の
再
編
成
を
策
定
す
る
た
め
に
行
っ
た
、
中
学
校
三
年
生
の
希
望
調
査
、
お

よ
び
、
本
年
十
月
十
八
目
、
同
校
三
成
重
明
教
諭
が
試
み
ら
れ
た
、
付
中
生
徒
全

員
の
職
業
調
査
を
資
料
と
す
る
。
記
載
の
便
宜
の
た
め
、
一
右
三
っ
の
調
査
を
、
順

に
そ
れ
ぐ
第
一
．
調
査
、
第
二
調
査
、
第
三
調
査
と
す
る
。

　
な
お
、
こ
の
研
究
を
進
め
る
に
つ
い
て
独
、
附
属
中
学
校
の
了
解
と
支
浄
を
う

け
、
特
に
同
校
教
諭
樋
野
春
市
氏
の
協
力
を
い
た
ゾ
い
た
。
ま
た
小
論
の
続
編
と

な
る
前
記
高
校
生
の
調
査
に
っ
い
て
は
、
松
江
市
内
の
公
私
立
各
高
校
の
労
を
煩

わ
し
て
い
る
。
す
べ
て
感
謝
に
堪
え
な
い
。

三
、
調
査
の
緒
果
と
考
察

　
前
に
述
べ
た
よ
う
な
意
図
か
ら
、
左
記
の
質
問
紙
を
付
中
三
年
生
に
与
え
て
、

回
答
を
書
か
せ
た
。
時
期
は
三
月
十
日
で
、
ち
よ
う
ど
、
高
校
の
進
学
テ
ス
ト
を

終
つ
て
、
卒
業
も
目
前
に
ひ
か
え
、
中
学
生
と
し
て
進
学
を
決
定
し
て
い
る
時

で
あ
る
。
ま
た
三
年
問
の
在
学
中
を
ふ
り
返
つ
て
、
学
校
に
対
す
る
希
望
や
反
省

も
持
つ
て
い
石
に
違
い
な
い
。
。
同
校
長
の
寺
本
彦
教
授
も
、
そ
の
点
で
意
味
が
あ

る
、
と
積
極
的
に
支
援
を
与
え
ら
れ
た
。

　
　
　
）

　
　
　
い
　
課
程
選
択
の
特
異
性

　
調
査
項
目
の
ω
志
望
高
校
と
そ
の
課
程
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
、
新
し
い
三

年
生
に
対
し
、
六
月
十
目
に
、
島
根
県
教
職
員
組
合
の
調
査
の
フ
オ
ー
ム
で
行
つ

sokyu
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　　　　　　　　進路等、の調，査　　　　島根大学教育学部付属申学校

　こ・ρ調査は1皆さん牟進路についてどんな考えをもつているか，また在学申にどんなことを感じたか

を明らかにし下，本校の参考とするものです。どうか後輩をもりたててやるという気挿ちで，ありのま

㌧を答えセ下さい。

○　聞の（3×9）および⑩はその申からあてはまるものを選んでl　　　lでかこ一むこと。

○　間（4）は職業分類の大分類で記入するこ一と。ただし，1具体的にかける人は（　）にかき加えること。

　例……（医師）（教師）（タイヒOスト）

第　　学年　　組 氏名 男　　　　女

1． 志望高校
（篭；碍）

2．どんな考
　えでその学
　校を選びま
　したか

3．その学校
　を選ぶのに
　誰れが最も
　強いカをも
　つていまし
　たか

8．付属申学
　校在学申に
　こうして欲
　しかつたと
　思うことは
　ありません
　か
9一進学のた
　めの学カテ
　ストは役に’
　立ちました
　か
10．進学のた

めの補習稗
　強で学カが
　つきました
　か

（　　　）高校（　　　）科

イ．

口．

ノ＼．

ホ．

父母
兄姉
先生
自’分

その他（　　　）

4．将来どん
　な職業につ
　こうと思い
　ますか
5．どういう
わけでその職
業につこうと
思いますか1

6．保護者の
　職業は何で
　すか

71あなたは
　何男（何女）

　でずか

（　　　）

教科の指導で一 クラブ活動で1 ホーム／／一ムでjその他で

役に立つた。　　　普通。 あまり役に立たなかつた。

学カが着いた。 普通。 あまり学カがつかなかつた。

表1．　3年生の進学志望課程

課　程
第 ／ 調　査 ．第’ 2 調 査

男1女1 計　（％） 男1女I 計 （％）

普 通 85 60 ／45 （86．82） 76 62 138 ・（81．17）

家 庭 0 9 9 （5．39） 0 0 0 （0）

商 業 5 2 7 （4．／9）

3 2 5 （2．94）

工 業 5 0 5 （2．99） 8 0 8 （4．70）

農 業 ／ 0 1 （0．59） 0 0 0 （0）

末 定 0 0 0 （0）
1
／

7 ．18 （／0．58）

■　■　■　　　　　　　L

註　　第／調査……昭和32．3．10卒業直前の3年生に行つた

　　第2調査……昭和32．6．10新3年生に行つた

　　したがつて両調査の対象は一学年違いの二組である。以下の表でもすべてこれによる。

sokyu
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た
も
の
と
対
照
し
、
－
す
で
に
言
う
た
よ
う
に
前
者
を
第
プ
、
後
者
を
第
二
調
査
と

呼
ん
で
括
く
。
・

．
苧
孝
う
々
炊
の
こ
ふ
明
、
条
｛
れ
る
。
‘
こ
。
の
表
に
は
出
て
い
な
い

が
、
両
語
脊
と
も
に
、
生
徒
全
員
の
進
路
希
望
は
、
全
日
制
高
校
で
あ
る
。
そ
れ
．

を
含
ん
で
い
て
表
を
み
る
と
、
普
通
課
程
が
圧
倒
的
に
多
い
。
高
校
・
・
大
学
へ
通

ず
る
中
間
学
校
の
典
型
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
第
一
調
査
で
八
六
・
八
二
％
で
あ

る
。
第
二
調
査
で
は
八
一
二
一
七
％
と
少
し
減
つ
て
い
る
が
、
未
定
の
一
〇
・
五

八
看
一
－
大
体
こ
久
個
そ
の
と
思
え
る
か
弓
第
一
調
査
を
上
回
る
率
と
な

る
で
あ
ろ
う
。

’
第
一
調
査
で
は
、
家
庭
科
以
下
の
職
業
課
程
が
、
約
二
二
％
あ
る
が
、
こ
れ
は

進
学
テ
ス
に
対
処
す
る
た
め
に
、
学
力
に
相
応
し
た
高
校
を
選
択
す
る
指
導
が
、

行
わ
れ
た
結
果
と
み
て
よ
い
。
だ
か
ケ
、
第
二
調
査
で
は
、
家
庭
科
や
農
業
科
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、

志
望
皆
無
と
な
つ
て
い
る
。
な
ま
の
進
路
希
望
は
、
て
れ
で
あ
る
よ
う
だ
。
そ
れ

に
比
し
、
工
業
科
が
三
名
増
で
八
名
も
あ
る
こ
と
は
、
注
目
し
て
よ
い
。

　
一
般
に
、
生
徒
の
進
路
志
望
は
、
そ
の
学
校
の
教
育
内
容
や
方
針
と
、
か
か
わ

り
の
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
家
庭
科
や
農
業
科
が
、
一
人
も
志
望
さ
れ
な
い
と

い
う
の
は
、
こ
れ
ら
に
関
連
す
る
職
業
家
庭
科
が
そ
の
必
要
性
の
故
に
、
中
学
校

の
ヵ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
位
置
を
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
㌧
、
併
せ
て
考
え
さ
せ
る
も

の
が
あ
る
。
家
庭
生
活
に
関
す
る
学
習
の
生
産
的
意
味
や
、
農
業
が
社
会
の
主
要

産
芙
で
あ
る
こ
と
の
訊
識
が
深
め
ら
れ
る
。
な
ら
ば
、
国
民
の
た
め
の
公
教
育
を
行

ケ
中
学
校
で
、
生
徒
の
進
路
に
目
下
ゼ
ロ
と
い
う
の
は
、
教
育
計
画
に
反
省
を
、

求
め
ら
れ
て
い
る
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
進
路
選
択
の
能
力
を
与
え
る
の
は
、
．

中
学
校
教
育
の
大
き
い
目
標
で
あ
る
、
と
い
う
学
校
教
育
法
を
、
今
一
度
読
み
返

し
て
も
む
だ
で
は
な
い
。

　
　
　
ろ
　
保
護
者
の
社
会
経
済
的
地
位

　
生
徒
の
進
路
が
全
員
進
学
で
あ
り
、
し
か
も
、
そ
れ
が
普
通
課
程
で
あ
る
こ
と

は
、
父
兄
の
経
済
的
、
社
会
的
地
位
に
関
連
す
る
。
と
く
に
、
進
学
者
の
課
程
選

択
と
父
兄
の
職
業
と
の
間
に
は
、
．
か
な
り
の
高
い
相
関
が
み
ら
れ
る
。
農
家
の
子

弟
、
と
く
に
「
あ
と
と
り
」
と
曲
昆
業
課
程
、
独
立
工
業
者
や
工
員
の
子
弟
と
工
業

課
程
、
独
立
商
業
者
や
商
業
使
用
人
の
子
弟
と
商
業
課
程
、
俸
給
生
活
者
や
自
由

業
者
の
子
弟
と
普
通
課
程
と
の
間
に
、
高
い
相
関
が
み
ら
れ
、
ま
た
普
通
課
程
や

工
業
課
程
、
商
業
課
程
は
父
兄
の
職
業
の
い
か
ん
に
か
＼
わ
ら
ず
開
放
さ
れ
て
い

る
が
、
農
業
課
程
は
、
農
家
の
子
弟
に
い
ち
じ
る
し
く
集
中
し
て
い
て
、
開
放
的

で
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
さ
き
に
か
㌧
げ
た
「
表
1
」
を
み
て
も
、
農

業
課
程
志
望
は
昨
年
は
一
名
、
本
年
は
零
で
あ
る
。

　
神
奈
川
県
に
お
い
て
は
、
進
学
希
望
者
の
う
ち
、
保
護
者
の
職
業
が
俸
給
生
活

の
場
合
は
七
〇
％
、
自
由
業
で
は
七
一
％
が
普
通
課
程
を
え
ら
ん
で
い
る
。
（
註
1
）

こ
れ
は
、
進
学
在
決
定
す
る
要
因
が
、
子
弟
の
就
職
時
期
を
数
年
さ
き
κ
延
期
し
、

そ
の
間
の
生
活
費
や
学
資
を
負
担
し
得
る
、
父
兄
の
経
済
的
能
力
と
、
教
育
に
対

す
る
期
待
や
態
度
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
、

　
課
程
選
択
と
父
兄
の
職
業
的
杜
会
的
階
層
と
の
相
関
は
、
同
じ
資
本
主
義
国
で

あ
る
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
も
、
高
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ヤ
ン
キ
i
・
シ
テ

ィ
ー
・
ハ
ィ
ス
ク
ー
ル
に
は
、
四
つ
の
課
程
が
あ
る
。
現
代
語
、
古
典
語
、
歴
史
、

数
学
を
含
む
ラ
テ
ン
課
程
は
、
物
理
学
、
数
学
、
化
学
を
主
と
す
る
理
科
課
程
と

と
も
に
、
カ
レ
ツ
ヂ
進
学
準
備
コ
ー
ス
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
生
活
に
直
接
に
適



ぶ

応
す
る
た
め
の
一
般
課
程
と
商
業
課
程
が
あ
る
。
四
っ
の
課
程
で
、
生
徒
の
学
力

は
格
差
が
あ
る
ら
し
く
、
「
D
」
、
と
い
う
評
価
は
、
進
学
コ
「
ス
で
は
落
第
で
あ

る
が
、
．
一
般
課
程
や
商
業
課
程
で
は
合
格
で
あ
る
。
こ
の
町
．
の
階
層
の
う
ち
、
上

流
σ
上
⑳
生
徒
ば
、
1
す
べ
て
1
ヵ
レ
ッ
ヂ
準
備
教
育
を
行
う
私
立
学
校
へ
行
く
。
公

立
ハ
ィ
又
ク
ー
ル
に
在
学
す
る
上
流
の
下
の
階
層
の
生
徒
は
、
す
べ
て
理
科
課
程

や
ラ
テ
ン
課
程
を
と
る
。
中
流
の
上
の
階
層
の
八
八
％
、
中
流
の
下
の
階
層
の
四

五
％
が
カ
レ
ツ
ヂ
進
学
課
程
を
と
つ
た
が
、
’
下
流
の
上
の
階
層
で
は
二
六
％
が
、
ー

こ
の
課
程
を
と
っ
た
に
す
ぎ
な
い
。
社
会
階
層
が
下
位
に
な
る
に
従
い
、
ヵ
レ
ッ

ヂ
準
備
課
程
を
と
る
生
徒
の
割
合
は
し
だ
い
に
減
少
し
て
ゆ
き
、
十
般
課
程
を
と
■

る
生
徒
の
割
合
が
、
し
だ
い
に
増
加
す
る
。
・
こ
，
の
．
よ
う
に
、
ヤ
ン
キ
ー
・
シ
テ

イ
ー
の
階
級
体
制
が
、
生
徒
の
課
程
選
択
を
．
規
制
」
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ

る
。
（
註
2
）

　
ア
メ
リ
カ
の
地
方
都
市
の
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
で
、
「
D
」
の
評
価
点
で
落
第
し
た

り
合
格
し
た
り
す
る
コ
ー
ス
に
よ
る
学
力
差
、
最
上
層
の
階
級
の
生
徒
の
私
立
学

校
へ
の
入
学
、
こ
れ
ら
は
日
本
の
学
校
事
情
と
類
似
し
て
い
る
｝
同
じ
経
済
体
制

1
の
杜
会
で
は
、
同
ル
教
育
問
題
が
生
ず
1
る
1
の
で
あ
る
。

一
付
属
中
学
校
生
徒
の
進
路
が
「
普
通
課
程
偏
重
の
特
異
性
を
も
つ
（
と
は
、
右

κ
み
た
よ
う
に
、
保
護
者
の
1
職
業
や
社
会
的
地
位
、
、
教
育
的
地
位
一
教
育
に
対
す

る
期
待
態
度
把
関
連
1
し
て
い
る
。
「
表
皿
」
、
で
わ
か
る
よ
う
に
、
職
業
別
で
は
専

門
的
技
術
的
職
業
が
三
三
・
九
％
、
管
理
的
職
業
が
一
八
一
九
％
で
あ
り
、
こ
れ

ら
杜
会
階
層
の
上
位
に
層
す
る
職
業
が
合
計
五
二
・
八
％
に
及
ん
で
い
一
る
。
そ
の

他
の
職
業
で
も
、
上
層
に
は
い
る
者
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
－
産
業
別
で
は
．
、
サ
一
ビ

ス
業
、
公
務
が
過
半
数
を
占
め
、
1
卸
売
小
売
士
製
造
業
が
、
幾
ら
か
多
い
。
サ
ー
ビ

ス
業
が
医
療
保
健
や
学
校
を
含
ん
で
い
る
こ
と
を
、
こ
の
際
、
付
記
し
て
お
く
。

、
進
路
の
特
異
性
の
分
析
か
ら
、
付
属
中
学
校
の
教
育
内
容
に
対
L
、
労
働
市
場

を
背
景
と
し
た
次
の
立
論
は
、
そ
の
ま
＼
適
用
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
1
一

昭和32．6．／0調保護者の職業
、
（
∠
　
’

表

別業産別、
業

職

人数（％）

／4　　　（7．65）

名業産人数（％）名業職

0
　
　
0

　0

　3

15

24

　6

　／

　6

53

5
1

9
1／’

（／．63）

（8．／0）

（／3．1／）

（3－27）

（0，54）

（3．27）

（28．96）

（27．86）

（4．9／）

（0．54）

／．農　　　　業

2．漁業及狩1猟者

3漁業及水産養殖業

4一鉱’、．　業

5．建　設　業
6．．製　　造’’業

7．卸売及小売業

8．金磁及保険業

業
公
　
業
■
務
他
答

　
の産

眺
ス

　
そ
　
ビ
　
　
の
応

動
夢
一

　
輸
事

不
運
益
サ
公
そ
無

o
／
　
∩
U
　
　
／
　
n
∠
　
z
J

　
／
　
　
　
　
■
I
I
　
　
！
1
■
　
　
／

（6．／）1
1

0
　
　
∩
U

）
9
．3（

0
、
ア
　
0

6
1

34

16

23

／5

／
／

　4

（33，9）

（／8．9）

（8．9）

（1218）

（8．3）

（6．／）

（2．2）

／一．農業，林業者及類似

　　従業者

2．漁業及類似従業者

6．採鉱，採石従業者及
　　類似者

4ぺ一運輸機関，運転従業

　　者

5．製造修理従業者

6．その他の生産従事者

7．専門的技術的職業従
　　業者

8．管理的．職業従事者

9．．事務’従事者

／0．売買及類似従事者

11．サービス職業従事者

／2．そ　　　の　　　他

　’無　　応　　答

sokyu

sokyu
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㈹
．
進
学
の
逮
択
は
「
癒
体
的
に
み
1
れ
ば
、
労
働
供
給
の
中
卒
労
働
市
場
か
ち

高
卒
労
働
市
場
、
ま
た
は
犬
学
卒
業
者
労
働
市
場
へ
の
移
動
、
ま
た
個
人
的
に
み

れ
ば
ハ
．
就
職
の
時
期
延
期
ど
同
時
に
異
質
的
労
働
市
場
の
選
択
を
意
味
す
る
、
し

か
し
、
こ
の
こ
と
は
、
実
際
に
あ
る
労
働
市
場
の
学
歴
別
階
層
性
を
前
提
と
す
る

選
択
・
で
あ
ー
っ
て
∴
特
定
の
職
業
的
志
向
の
自
覚
を
毛
っ
傾
向
は
少
い
。
す
な
わ
ち
、

社
会
階
層
の
上
向
的
思
考
一
般
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
∵
学
校
教
育
が
特
定
の
職
業

だ
け
の
適
応
性
で
は
な
く
、
多
面
的
な
適
応
性
を
も
っ
こ
と
は
望
ま
し
＜
、
、
労
働

市
場
赤
学
校
卒
業
生
牝
周
放
－
的
で
あ
石
こ
と
は
望
ま
し
い
。
し
か
し
、
学
校
教
育

赤
並
伯
通
課
程
偏
重
が
示
す
が
如
＜
花
職
業
的
連
欄
な
↓
に
選
択
さ
れ
、
・
ま
た
、
行

わ
巾
届
て
七
は
「
必
ず
」
毛
崖
憧
的
ゼ
七
砿
い
え
1
な
い
一
．
一

　
伺
　
こ
の
傾
伺
砿
「
．
労
働
市
場
の
学
歴
別
階
層
性
の
稀
薄
化
（
そ
れ
は
一
般
筋

内
労
働
老
層
に
必
要
と
さ
れ
る
知
的
熟
練
の
増
大
に
よ
つ
て
も
た
ら
さ
れ
た
）
と
、

高
学
歴
者
に
特
有
な
俸
給
生
活
者
層
へ
の
供
給
遇
剰
に
よ
つ
τ
一
矛
盾
に
お
ち
い

り
う
＼
あ
る
よ
、
フ
に
み
え
る
。
．
す
な
わ
ち
、
現
実
に
社
会
に
よ
っ
て
必
要
と
さ
れ

る
、
知
的
熟
練
と
、
．
い
わ
ゆ
る
「
学
歴
」
と
の
相
関
関
係
は
、
稀
薄
化
し
っ
㌧
あ
る

よ
う
に
み
え
る
一
す
な
わ
ち
二
筒
学
歴
者
が
か
な
ら
ず
し
も
そ
の
望
む
と
こ
ろ
の

職
業
を
降
ら
れ
る
と
は
か
ぎ
ら
ず
、
事
た
低
学
歴
者
が
か
な
ち
ず
し
も
知
的
熟
練

．
を
必
要
と
し
な
い
わ
け
。
で
は
な
い
。
そ
の
要
求
は
、
が
な
り
強
い
。
』
こ
．
㌧
に
産
業

教
育
ー
の
一
つ
の
問
題
点
が
あ
る
と
い
つ
て
よ
い
。
（
註
3
）

∴
附
同
の
引
用
は
長
き
に
失
し
た
か
も
知
れ
匁
い
川
中
学
校
が
一
般
教
育
と
し
て
、

国
民
め
す
－
べ
て
に
義
務
付
け
ら
れ
る
の
は
、
平
和
的
生
産
人
・
の
育
成
を
求
め
ら
れ

る
か
ら
で
あ
る
。
こ
め
よ
う
な
教
育
観
に
立
つ
て
、
付
属
中
学
校
も
普
通
課
程
偏

重
の
傾
向
に
、
深
い
関
心
を
よ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
・
。

　
全
員
高
校
進
学
、
そ
の
約
九
〇
％
が
普
通
課
程
、
と
い
う
生
徒
の
進
路
は
．
こ

＼
に
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
．
・
労
働
市
場
の
．
学
歴
別
階
層
性
を
前
提
と
し
、
杜
会
階

屑
の
上
向
的
志
向
一
般
で
あ
り
、
職
菜
的
志
吋
の
自
覚
を
も
た
な
い
。
（
こ
の
こ

と
は
、
三
或
重
明
教
諭
の
調
査
に
も
と
ず
い
て
、
後
で
さ
ら
に
明
ら
か
に
す
る
。
）

し
か
る
に
、
労
働
市
場
の
学
歴
別
階
層
性
は
稀
薄
化
を
現
わ
す
と
と
も
に
、
高
学

歴
者
に
特
有
な
生
活
俸
給
者
層
く
の
供
給
過
剰
に
よ
つ
て
、
就
職
難
や
入
学
難
は

社
会
問
題
と
な
つ
て
い
る
。
こ
の
矛
盾
を
た
ち
切
る
努
力
は
、
政
治
的
解
決
に
の

み
委
ね
る
こ
と
は
で
き
な
い
・
。
そ
れ
は
産
業
教
育
の
問
題
と
し
て
、
と
り
わ
け
中

学
校
の
進
路
指
導
や
職
芙
家
庭
科
の
差
迫
つ
た
課
題
と
し
て
取
組
ま
れ
、
学
校
の

全
体
計
画
に
正
し
い
位
置
を
与
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
一

　
　
　
は
　
学
校
選
択
の
理
由
、
態
度
．

　
質
問
紙
の
第
二
項
目
で
、
学
校
選
択
の
理
由
を
、
白
由
に
記
入
さ
せ
た
、
、
島
根

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
県
で
は
、
高
等
学
校
の
通
学

表3．学校を選んだ理由
　　　　　　　　　　（昭和32．31／0調）

　（男　子）

理 由・ 人数 （％）

進
，
学
の
た
め
将
来
．
の
一
必
要
性
一
般
教
養
の
た
め
地
理
的
条
件
適
当
な
学
校
が
な
い
か
ら
別
に
考
え
な
い
そ
一
　
の
　
　
他
無
　
　
応
　
　
答
　
　
　
計

4
2
7
’
7
6
5
5
1
8
4
9
4

4
4
．
7
7
．
4
7
．
4
6
，
4
5
．
3
5
，
3
／
9
．
3
4
．
2
／
0
0
．
0

区
域
に
つ
い
て
は
、
小
学
区

。
制
を
堅
持
し
て
い
。
る
か
ヶ
、

学
校
差
の
意
識
か
ら
生
ず
る

選
択
理
由
の
よ
う
に
、
学
校

の
特
色
な
ど
が
具
体
的
に
は

答
え
ら
れ
な
い
。
答
え
ら
れ

た
も
の
を
類
別
し
た
の
が

「
表
3
」
で
あ
る
。

　
・
「
進
学
の
た
め
」
と
す
る

sokyu
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一
2
7

者
が
四
四
、
・
七
％
あ
る
の
は
、
普
通
課
程
志
望
が
多
い
こ
と
か
ら
も
当
然
と
さ
れ

る
。
こ
＼
で
名
古
屋
市
の
い
わ
ゆ
を
一
流
佼
志
望
者
の
こ
の
選
択
理
由
が
、
男
子

表4

男子
女；子

合．」計

学狡を翠ぶのに誰が最も力をもつていたか （昭和32．3二／0調）

1イ・父母1口・兄剛ハ・先生ト・自分1ホ・その他

25（2ぐ・6）2　（2・／）0　（0－0）

19（26＝4）0　（0・0）2　（2・8）

44I（26．5）2　（／．2）2．一（／．2）

61・（64．8）

50　　（69．4）

／／1（ξ6・8）

6　（6．5）

1　（／．4）

7　（4・3）

計

94　（／00．0）

72、（／00．O）

166　（／00．0）

で
七
六
・
一
％
で
あ
る
（
註
4
）
の
と
比
較
し
て
わ
か

る
こ
と
は
、
松
江
地
方
で
は
大
学
進
学
に
有
利
で
あ
る

こ
と
が
そ
れ
ほ
ど
強
く
考
え
ら
れ
ず
、
従
っ
て
高
校
の

学
校
差
が
抑
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
「
将
来
の

必
要
性
」
と
か
一
、
「
一
般
教
養
の
た
め
」
と
い
う
よ
う

に
、
ゆ
と
り
の
あ
る
表
現
を
し
て
い
る
の
も
、
そ
の
た

め
で
あ
る
。
な
お
、
学
区
制
と
関
連
し
て
い
る
の
は
「
地

・
理
的
条
件
」
を
理
由
と
す
る
も
の
が
、
六
・
四
％
あ
る

　
こ
と
で
あ
み
。
近
ぐ
に
学
校
が
あ
る
か
ら
入
学
す
る
と

　
い
う
実
情
は
、
学
区
制
を
拡
大
す
れ
ば
、
混
乱
さ
せ
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

　
－
進
学
校
を
選
ぷ
の
に
．
「
適
当
な
学
校
が
な
い
か
ら
」

一
「
別
に
考
え
な
い
」
一
と
い
う
の
が
、
計
一
〇
人
、
一
〇
・

　
三
％
も
あ
る
の
は
、
質
聞
第
三
項
目
の
「
学
校
を
選
ぷ

、
の
に
誰
が
最
も
鼓
い
カ
を
も
っ
て
い
た
か
」
．
で
、
「
先

一
」
生
」
．
が
皆
無
で
あ
み
こ
と
＼
と
も
に
、
考
え
ね
ば
な
ら

．
な
弧
も
の
が
あ
る
。

　
・
、
「
表
4
」
て
み
る
よ
う
に
、
主
と
し
て
自
分
で
考
え

・
て
、
学
校
を
決
定
し
た
者
は
、
⊥
ハ
六
・
八
％
で
あ
る
。

　
ζ
の
よ
う
な
庄
主
的
な
態
度
は
“
1
広
く
中
学
校
生
徒
に

＝
み
ら
れ
み
ど
こ
ろ
で
、
愛
短
県
に
お
け
る
調
査
で
も
同

様
な
傾
向
が
示
さ
れ
て
い
る
。
（
註
5
）

　
　
　
）

　
　
　
に
．
希
望
職
業

　
第
四
η
質
問
で
、
席
望
職
業
を
記
入
さ
せ
、
職
業
名
は
大
分
類
で
よ
い
が
、
で

き
る
な
ら
具
体
的
に
書
く
よ
う
に
と
、
二
、
三
の
職
種
を
例
示
し
て
お
い
た
。
こ

の
集
計
で
、
い
ち
じ
る
し
い
特
色
は
、
専
門
的
技
術
的
職
業
、
．
管
理
的
職
業
お
よ

び
事
務
従
事
が
計
五
九
・
一
％
を
占
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
一
般
に
み
ら
れ
る

傾
向
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
職
種
は
二
一
同
等
教
育
卒
業
者
が
主
と
し
て
従
事
し
て
い

る
。
表
5
に
示
す
よ
う
に
、
付
属
中
学
校
生
徒
の
希
望
職
業
は
、
大
学
卒
業
者
の

就
職
状
況
に
近
い
。
，
と
く
に
、
専
門
的
技
術
的
職
業
の
多
数
、
農
夫
、
特
殊
技
能

表5．付申3年生の希望職業と

　　　　　　全国卒業者の職業別就職先

計

専門的技術的職業

管理的職業
事務従事者
販売従事者
農夫，伐木夫，漁夫

特殊技能工霧管薯

サービス的職業

そ　　の　　他

未 定

全　　　　　国
中学校1高校：大学
／00．O一

1．1

0．／

3．／

／0．9

3／．8

35．0

7．5

／0．5

1・00．℃

8．8

O．5

43．5

／3．5

コ3．4

／／．9

2．4

6．0

100．0

52．4

O．6

4／．5

5．4

0．／

0．2

0．9

4．3

島根大学
付申生の

希　望
／00．0

41’．0

9．7

／4．2

5．7

0．6

／．8

／．2

／．／

26，7

　清水義弘篇r日本教育の社会的基底」P207から引照

註　1．全国の数は昭和29年3月卒業者数

　　2　附属申学校のは昭和32年3月10日調査

●

sokyu

sokyu
●
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表6　希一望職業の1職種数 昭和52．／0．／8調

学．隼

性剛：男1刈男1女
・■’平均

男1女一男、1女

職種数 ／・l／・1・1・1－／・1’・■・1／…

る　る　に　一　　．る　職て一　に　い．れ諭’て

L。去二第こ業い○　’るでには希
ハイ’つ名三と選る・言己者あ．’よ∴’望
’’、’でに調’択’こ六入とる’る．第職
三尽示一対査とのとのさほ牟も一三萎．
二っき　レは共理は職・せ、ゾ　　の一調を

L　は　なきて　て　者のも　職

、二え、．：○．1、六．いのみ’．工

よ○．種る関る一．等
う人．二’。心．た方の

　？一で女ぺのめ二基
誓∵…表毒・貫夏暴雰

）・職1一九。も．る的一働

　　種二七の6に者　　し稗頁・ぱ文職層
　　一がで）・部業の
　　記あ答職省’’名小
　　入．つえ業編を数
　　したら分の一あに’
　　て．ガれ・類r　げ　お
　　い1奈た1の’職さい
　　な良職中1業せて・
　　い県業分’た’
　　か・の・名類家のそ
　　ら調はで庭一さ’れ
　　’査’理科’が
　　そで概解一学職現
　　れはねさ習業わ
　　に’中せ指志れ
　　比中分る導向て
　　べ学類よ書のい
　　れ三でうL確る
　　ば年’にで立、◎
　　よ生男指もの
　　い一子示　’程
　　と　’がし生度
　　い○一て徒を

　　　第；　　　　　　調　　　　　　　　　査　　　　　昭和32．／0．／8一三成童明氏調・

◎あなたは将来どんな職業につきたいと思いますカ㍉次のイ～トの6ちから適当するものえらんで

その符号を○で囲み（　）のあるものには、その申に職業名を書き入れて下さい

イ）

口）

ハ）

二）

ホ）

へ）

ト）

現在（　　　　　　　）になりたいと考えている

まだ深く考えてはいないが，ほぼ（

2・3考えているがまだはつきりとわからない

全然考えてみたことがない

まだ考えてみるのには早すぎると思う

考えてみようにも，・みとおしがつかない

とく年職業につく老えはもつていない

）になりたいと考えている

◎上記イ，口の理由として下に示してあるイ～トのうちから適当なものをえらび符号を○で囲んで

下さい，2つ以上あづても’かまいません

イ）

口）

ハ）

二）

ホ）

へ）

ト）

自分の性格や能力にあつているよラに思うので

世g申のためにつくすことができるgで

j親早弟がすす申るあで

家の職業をつく“ため．に∴

友人が希望しているので自分もなりたいと思う’

自分の興味にあつていそうなので

・経済的に安定した牛活ヵミで苧るので

　　　　　　　　　　　　（　　）年（ ）組　男・女
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表7 ．職業に対する希望の状況．　． 昭和32．て0．18三或重明氏調

＼∴状一況

学べぷ＼

1・’

2

計

人、数
一％

人一一1数
％，．

人．数
％一

人教
1％．亡

／
．

2

計1

人一数
％

人　数
％

人　数
％

人　数
％

イ．はづきり決め
　ている
男…去1計

　27
・27．8

　／4
’／5．4

13

／3．7

54

23

29．8
1
ラ

16．9

．1

／．3

・3ア

50

28．8

27
／6．／

14

715

／0／

／9．7

．ホ．．まだ考えるに

　Iば早い
．男卜

一皇

2．0

4
4．4

4
4．2

／0

．3

3．9

2
2．6

1
1．3

6

計

5
2．9

6
3．5

5
2．6

／6

3．／

口．ほぼ決めてい．

　る
1男1一女・

14

14．4
1
／

12．1

　9

’9．5

34

／
6

20．8
1
／

14．3
．／／

／4，6

．38

計

30

／二7．6

22

13．2

．20

／2．0

72

／4．1

へ．み．と粒しがっ

　かない
男

14

／4．4

／5

／6．4

20

21．0

49

女

．7

9．0

　9

11．7
／
／

14．6

27

計

2／

／／．7

24

14．0

3
1

／2．8

76

／4．8、

ハ．・2・3考えてい’

　る
1男1女

32

3219

　32
’35．2

’
4
！

43．2

／05

∵25

32．4

1・36

46．7

46

61．3

10ア

・計・’

　57
132．7

68

40．．9

87

52・蔓

212

41．4

ト．職業にはっか

　狂い
男・．

！

／．0

／

1．0

1
1．0

女 計

　／
’1．3

2
／．／

／　2
！．3　1．／

1　2
／．3　／．／

3　6
　／．／

二．考柔てみたこ
　とがない．
男ド女’…計

ア

7．2

14

／5．4

7
7．4

28

2
2．6

5
6．5

4
5．3

／
1

9
4．9

19

10．8
／
／

6．4

139

，7．6

計

男

　97
100．0

　91
／00．0

　95
／00．0

283

女1計
　才7
／00．0

　ア7
100．0

　75
／00．．01

229

174

／00．0

／68

100・⊇

／70

／00．0

5／2

／00．0

表8 職業選択の理由 昭和32．／0．18三成重明氏調

　　理’．由

学年・瀕数

2

6

計

瀕　数
％

瀕．数
・1％’

瀕　数
％’

瀕’数

／．・一、

2

3．

計・

瀕；数
’．㌧％一

瀕■数
％

瀕　数
．％

激　数
％

一い．性格や能力r
　合う

男

／2

7

／3

32

女I1計

／3

／2

30

25

23．4

／9

27．9

／8

26．9

62

25．8

一ほ．友人が希望し

　ているので
男、1女…計

・0

2
／．9

／

1．5

3
4．5

6
2．5

ろ．世の申のため
　につくせる

男

7

4

／2

23

女

2

・ア

計

　／2
－／1．2

　6

8．8

／2

／7．9

’30

／2．5

へ．興味に合う

男

／6

9

9

34

女1計
26

／3

’8

47

42

39．3

22
ち2．4

17

25．4

8
1

33．ア

は．親兄弟がす㌧

　める

男1女
4

／2

4

計

7
6．5

　7

／0．3

　7
／0．4

2
1

8．7

と．案定した生活
　ができる
・男1女

7

↑6 。6

’計

8
7．5

　9

／3．2

　8

1／．9

22

9．1

に．委の職業をつ
　くため

男ド女1計

8

2

13

2

1
／

10．3

4
5．9

3
4．5

18

7．5

計

男

55

女1計
52 ・／07

／Q0．0

　68
／00．0

一68

／00．0

1240

／00．0

註　適性を考えて職業を選択した者の％　1年…62．7％　2隼・・160．3％　3年…52．3％　平均…59．5％

○

sokyu
○
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○

二
％
、
三
年
生
で
七
一
・
八
％
を
占
め
る
。
こ
れ
ら
の
生
徒
は
、
職
業
的
発
達
の

面
で
は
、
高
校
進
学
の
準
備
が
整
つ
て
い
る
、
と
い
つ
て
よ
い
。
こ
の
グ
ル
ド
プ

以
外
の
二
か
ら
ト
ま
で
の
も
の
は
、
明
ら
か
に
進
路
指
導
が
望
ま
れ
る
。
特
に
三

年
生
で
約
二
〇
％
も
、
こ
れ
に
層
す
る
の
は
、
す
で
に
二
学
期
の
半
に
及
ん
で
い

る
の
で
あ
り
、
早
速
に
進
賂
相
談
が
行
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
ピ
＼
で
、
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
σ
一
つ
は
、
イ
、
口
の
「
決
め
て
い
る
」

は
学
年
進
行
と
逆
に
、
減
つ
て
い
る
の
に
対
し
、
ハ
コ
…
考
え
て
い
る
」
が
学

牛
と
共
に
増
し
て
い
み
こ
と
で
ポ
る
、
E
．
・
ギ
ン
ズ
バ
ー
グ
は
、
職
業
選
択
の
時

期
を
発
達
的
に
三
つ
に
区
分
し
、
一
一
才
か
ら
二
二
才
ま
で
の
前
青
年
期
を
空
想

・
的
選
択
期
乎
①
潟
ユ
a
◎
｛
註
目
冨
堵
争
◎
試
9
　
二
二
才
か
ら
二
（
才
ま
で
似

青
年
前
期
を
暫
定
的
選
択
期
穿
①
肩
ユ
g
◎
h
け
g
ε
戌
＜
①
o
ぎ
庁
撃
ニ
ハ
才

か
ら
一
九
才
ご
ろ
ま
で
の
青
年
中
、
後
期
を
現
実
的
選
択
期
暮
①
肩
ユ
a
◎
h

『
9
H
涼
饒
o
o
｝
◎
庁
①
9
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
D
・
E
・
ス
ー
パ
ー
に
よ
つ
て
、

こ
の
三
期
と
も
職
業
的
発
達
の
第
一
段
階
で
、
探
索
の
段
階
臣
①
異
旦
◎
s
8
q

ω
9
潟
と
さ
れ
る
。
（
註
7
）
中
学
生
は
こ
の
空
想
期
か
ら
脱
し
暫
定
期
に
わ
た
る

時
期
に
在
る
の
で
あ
る
。
そ
の
職
業
的
、
心
意
的
発
達
か
ら
み
て
．
コ
ニ
ニ
考
え

て
い
る
」
が
妥
当
な
と
こ
ろ
と
も
い
え
よ
う
。
低
学
年
に
多
い
イ
、
口
の
「
決
め

て
」
い
る
は
、
多
分
に
空
想
的
選
択
に
過
ぎ
な
い
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。

　
し
か
し
、
職
業
希
望
の
推
移
を
、
中
学
校
在
学
中
の
三
ケ
年
に
つ
い
て
も
、
ま

た
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
の
三
段
階
に
亘
つ
て
も
、
共
に
一
貫
し
て
変
ち

な
い
も
の
が
、
も
つ
と
も
多
数
で
あ
る
こ
と
が
、
大
阪
大
学
の
増
田
幸
一
教
授
に

よ
つ
て
実
証
的
に
考
究
さ
れ
て
い
る
。
1
（
註
8
）
中
学
一
年
生
か
ら
「
は
つ
き
り
決

め
て
い
る
」
の
は
あ
り
う
る
こ
と
で
、
か
つ
望
ま
し
い
こ
と
で
あ
る
。

　
職
業
選
択
の
理
由
（
表
8
）
は
、
職
業
に
対
す
る
態
度
、
す
な
わ
ち
、
職
業
観

の
確
立
を
知
る
手
が
か
り
と
さ
れ
る
。
職
業
に
対
し
て
積
極
的
で
合
理
的
な
態
度

の
一
つ
は
、
適
性
を
考
慮
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
表
の
い
「
性
格
や
能
力
に
合

う
」
、
へ
「
興
味
に
合
う
」
が
表
8
の
註
に
示
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
も
、
学
年
進
行

と
逆
に
、
低
下
し
て
い
る
の
は
、
進
路
指
導
の
必
要
を
も
の
語
る
も
の
で
あ
み
。

　
　
　
ほ
　
進
路
の
悩
み

　
以
上
、
附
属
中
学
校
生
徒
の
進
路
選
択
を
、
そ
の
職
業
的
志
向
の
確
か
さ
に
照

し
て
考
察
し
、
進
路
指
導
が
教
育
計
画
に
位
置
づ
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と

が
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
こ
の
考
察
を
裏
づ
け
る
、
い
ま
一
っ
の
実
態
を
加
え
よ

う
。
同
校
が
創
立
十
周
年
を
記
念
し
て
、
そ
の
教
育
を
反
省
す
る
た
め
に
行
っ
た

調
査
の
一
っ
に
、
生
徒
の
悩
み
を
と
り
上
げ
た
も
の
が
あ
る
。
（
註
9
）
そ
の
悩
み

の
う
ち
「
将
来
の
問
題
」
は
、
他
の
領
域
、
例
え
ば
コ
父
友
」
「
学
校
と
教
師
」
「
身

体
、
運
動
」
「
家
庭
」
，
の
問
題
よ
り
、
は
る
か
に
記
入
率
が
高
い
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
具
体
的
な
悩
み
に
関
す
る
、
一
五
〇
を
上
回
る
全
領
域
の
項
目
の
う
ち
、

第
四
位
に
あ
る
の
が
「
将
来
、
何
に
な
つ
た
ら
よ
い
か
、
わ
か
ら
な
い
」
で
あ
る
。

ま
た
「
ど
ん
な
職
業
に
む
い
て
い
る
か
わ
か
ら
な
い
」
「
進
学
し
た
い
が
、
成
績

が
悪
い
の
で
心
配
だ
」
の
両
項
目
も
、
多
く
記
入
さ
れ
て
い
る
。

「
全
員
高
校
へ
進
学
」
の
生
徒
の
こ
と
＼
て
、
悩
み
が
勉
強
上
の
問
題
に
あ
る
の

は
肯
か
れ
、
一
方
、
年
令
的
に
精
神
発
達
の
特
徴
と
し
て
、
性
格
の
問
題
に
も
あ

．
る
の
も
当
然
で
あ
る
。
悩
み
を
も
つ
者
の
率
で
上
位
か
ら
三
つ
ま
で
が
、
こ
れ
ら

で
あ
る
が
、
「
将
来
、
何
に
な
る
か
1
が
、
わ
か
ら
な
い
」
が
、
そ
れ
に
次
い
で
四
位

で
あ
る
の
は
、
問
題
と
し
て
と
り
あ
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。
　
（
表
9
参
照
）
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　　奉g’一

⇔将琴の閻題

項一　目三

中　学 生，の　悩　み

学　　年

カ三らすくが弱いので就聯が心配㌣

進路にういて親と意早が合わ狂い

家業に？かなければ牢らないのが嫌だ一

どんな職業にむいているか分ら．ない

成績カ嘩いので就職下きるか心配だ．．

進学したいが成績が悪いので心配だ．；

将来向になろたらよいか分らない

特技がないので就職が心配だ．

進学したいが家の事情が許さない
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○　勉強上め問題

文をかくこ一とが苦手テζ

予定通り勉強が進まない
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○・性格の問題
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ヰ註　　寺本彦教授編「申学校教育の理論と実際」437頁から転載

、
．
四
、
い
絡
・

ぴ
．
、

　
附
属
中
学
校
ば
、
生
徒
の
進
路
か
ら
規
定
す
る
な
ら
ば
、
一
も
っ
と
も
都
市
的
な

中
学
校
で
あ
る
。
．
従
っ
て
そ
の
よ
う
な
性
格
か
ら
生
ず
る
特
異
性
は
、
1
学
校
教
育

の
計
画
に
お
い
て
、
ま
た
教
育
内
容
の
全
体
的
構
造
に
よ
つ
て
検
討
と
修
正
が
求
、

め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
そ
の
検
討
と
修
正
は
二
っ
の
過
程
を
通
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
第
一
は
、
現
在

の
附
属
中
学
校
の
体
制
に
お
い
て
、
そ
の
カ
リ
キ
ユ
ラ
ム
に
、
進
路
指
導
を
組
み

い
れ
る
過
程
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
の
体
制
の
ま
＼
で
は
、
今
日
の
学
校
が
担

う
、
ヒ
ュ
ー
マ
三
ズ
ム
に
貫
か
れ
た
民
主
主
義
教
育
を
行
う
に
は
、
構
造
的
欠
陥

を
も
つ
て
い
る
。

　
こ
の
構
造
的
欠
陥
を
修
正
す
る
の
は
、
第
二
の
過
程
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
は
じ

め
に
も
ふ
れ
た
、
附
属
学
校
の
性
格
の
第
三
を
確
認
す
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
国
民
の
た
め
の
公
教
育
を
行
う
場
所
と
し
て
、
学
校
を
運
営
す
る
こ
と
に
よ

つ
て
、
民
主
々
義
教
育
を
推
進
し
、
天
下
の
公
器
た
る
学
校
の
歴
史
的
な
存
在
理

由
を
果
た
す
時
に
の
み
、
究
極
的
な
修
正
が
行
わ
れ
る
。
そ
れ
に
伴
っ
て
、
附
属

学
校
の
第
一
、
第
二
の
性
格
も
正
し
く
成
立
す
る
。
教
員
養
成
大
学
の
実
証
的
研

究
と
学
生
の
教
育
実
習
は
、
そ
れ
が
社
会
の
歴
史
の
発
展
に
沿
は
ん
と
す
る
か
ぎ

り
、
現
在
の
よ
う
な
現
実
の
社
会
体
制
か
ら
遊
離
し
た
特
権
階
級
的
性
格
を
残
し

て
い
て
は
、
意
味
を
も
た
な
い
。

　
よ
り
高
い
学
歴
取
得
の
願
望
は
、
職
業
杜
会
の
階
層
性
と
学
歴
の
階
層
性
と
が

照
応
す
る
、
目
本
の
杜
会
体
制
が
・
産
み
出
す
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
学
校

に
、
と
り
わ
け
国
立
学
校
と
し
て
公
教
育
の
場
で
あ
る
附
属
中
学
校
に
、
も
つ
と

も
あ
ら
わ
に
投
げ
か
け
ら
れ
て
い
る
。
お
よ
そ
民
主
々
義
教
育
と
は
、
こ
の
よ
う

な
階
層
性
の
否
定
の
上
に
成
ψ
立
つ
。
構
造
的
次
陥
と
は
、
こ
の
教
育
理
念
か
ら

指
摘
す
る
ー
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
附
属
中
学
校
の
構
造
的
欠
陥
の
修
正
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
、
他
の
公
立
中
学
校

sokyu

sokyu
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と
同
様
に
、
．
校
区
を
む
つ
こ
と
に
よ
っ
て
姶
め
ら
れ
る
勺
、
そ
の
他
、
校
費
予
算
の

編
成
な
ど
、
諸
方
策
が
進
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
1
か
く
し
て
、
生
徒
や
親
の
願

い
に
真
実
で
あ
る
ヒ
ュ
ー
マ
ン
な
教
育
を
期
待
し
う
る
と
共
に
、
歴
史
の
発
展
に

対
し
て
も
、
ま
た
真
実
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
（
註
1
0
）
今
日
の
社
会
発
展
の
段
階

に
お
い
て
は
、
杜
会
の
階
層
分
化
を
誘
発
す
る
制
度
は
、
す
べ
て
ヒ
ュ
ー
マ
ン
な

人
間
形
成
を
阻
笹
す
る
。
中
学
校
三
年
生
を
就
職
と
進
学
と
に
二
分
し
た
ヵ
リ
キ

ュ
ラ
ム
で
指
導
す
る
が
如
き
ば
、
思
わ
ざ
る
も
甚
だ
し
，
と
い
わ
ざ
る
を
え
な

い
。
附
属
中
学
校
の
教
育
課
程
が
、
進
路
指
導
や
職
業
家
庭
科
に
与
え
て
い
る
位

置
は
、
学
歴
、
階
層
、
立
身
出
世
の
固
定
観
念
の
文
脈
と
対
照
↓
う
＼
、
検
討
さ

れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
・
と
も
．
あ
れ
、
附
属
中
学
校
は
校
区
を
も
ち
、
真
に
国
民
の
た

め
の
公
教
育
の
場
と
な
る
ご
と
に
ょ
つ
て
、
構
造
的
に
更
新
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

註
（
9
）
寺
本
彦
　
「
中
学
校
教
育
の
理
論
と
実
際
」

　
（
1
0
）
石
川
清
外
　
「
進
路
指
導
を
ど
う
す
る
か
」

　
　
　
　
二
月
号
八
二
頁
－
八
七
頁

四
三
七
頁

「
カ
リ
キ
ユ
ラ
ム
」

一
九
五
六
年
一

参
　
考
　
資
料

o

註
（
1
）
大
河
内
一
男
・
氏
原
正
治
郎
　
「
労
働
市
場
の
研
究
」
二
〇
〇
i
二
〇
一
頁

　
（
2
）
ウ
才
ー
ナ
ー
　
清
水
義
弘
訳
　
「
誰
が
教
育
を
支
配
す
る
か
」
　
八
六
頁

　
（
3
）
大
河
内
一
男
一
前
掲
書
二
一
〇
一
－
二
〇
二
頁

　
（
4
）
秋
元
照
夫
「
高
校
進
学
に
お
け
る
学
校
選
択
と
学
校
差
に
つ
い
て
」
．
名
古
屋
大
学

　
　
　
教
育
学
部
紀
要
第
三
巻
．

　
（
5
）
全
前
　
（
表
“
）

　
（
6
）
大
原
英
男
1
「
申
学
生
の
職
業
選
択
傾
向
」
日
本
職
業
安
定
協
会
　
「
職
指
研
究
発

　
　
　
表
」
．
皇
心
・
仁
．
デ
五
頁

　
（
7
）
一
増
田
幸
一
　
「
個
人
の
職
業
希
望
の
発
達
に
関
す
る
研
究
」
　
プ
リ
ン
ト
ニ
一
頁

　
（
8
）
全
前
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